
支え合うきよせ委員会 

宮の台住宅地区意見交換会まとめ 

 

１．出された意見 

①支え合いについて 

・近隣高齢者の見守りや訪問、老健へ入所した方のお見舞いを個人で行っている。 

 

②見守りについて 

・気になる高齢者がいるが、どこへ相談したらよいかわからない。 

→110番連絡でも、地域包括支援センターへの連絡でも良い。平日は包括へ連絡してもらえれば、過

去の記録がないか確認できる。 

→デイサービス本舗なごみもあるため、緊急避難で利用することも可能。 

 

③地域包括支援センターについて 

・包括支援センターの役割がわからない。市報などに書いてあっても、必要がなければ自分からは見な

い。関係者だけがわかるのではなく、広く市民が包括の連絡先がわかるようにしたらどうか 

→玄関や冷蔵庫に貼れるものを作成など意見あり。 

 

④サロンについて 

・サロンを開いているが、スタッフの中で認知症の方がいるが、他スタッフで見守りを行いながら対応 

している。 

 

⑤防災・防火について 

・消防署では、自宅をまわり防火・防災の点検をしているので、気になる方がいれば連絡して欲しい。 

 

⑥防犯について 

・警察より、振込み詐欺に引き続き気をつけて欲しい。 

 

２．今後の方向性. 

番号 取組の内容 COのアプローチ 検討課題 

① ② 

 

支え合いについて・見守

りについて 

 広く情報共有し、実際の生活支

援の話まではできなかった。 

今後の展開として、参加者個々

 日時 平成３０年７月 13日（金）１3時～１4時 40分 場所 宮の台自治会集会所 

 

 

 

 

出席者 

団体（所属） 参加者氏名（敬称略） 

① 宮の台住宅自治会 今井、又野、中濱、廣田、篠原、伊藤、渡

部、田中、寺内、石藤 

② デイサービス本舗いこい 望月 

③ デイサービス本舗なごみ 米田 

④ 中清戸駐在 山嵜 

⑤ 中清戸消防署 鴨志田 

⑥ 支え合うきよせ委員会 内田、田中 

⑦ 生活支援コーディネーター（ＣO） 鈴木、原田 

⑧ 事務局 田中係長、上垣 

              以上 23名 

支え合うきよせ委員会 

平成３０年８月２４日 

【資料９】 



に現状・課題の聞き取り等を行

い、具体的な課題解決に向けて

新たな話し合いの場を調整して

いく。（また参加者に対し、第 2

層協議体で課題を解決していく

ことを案内。） 

 


